
 

 

 

 

 

 

 

「ほめて育てる」の先に 
校長 野田 博之  

   
新年度が始まって約２ヶ月が経ちました。１年生は、クラスで委員会や係担当を決め、全員が部活動にも入部

し、大賀郷中生として順調なスタートを切りました。２年生は７月に実施予定の島内での職場体験学習の訪問先

も決まり、事前学習が始まりました。３年生は４月の修学旅行の成功体験を振り返り、報告会で発表する準備を

進めるとともに、いよいよ卒業後の進路についての学習も始まりました。ここから夏休みまで祝日もなく、単元テス

トや期末考査に向けて学習に向き合う時間が増えます。学習リズムは突然身に付くものではありません。最初は

家庭学習の時間が１０分でもいいですから、継続して自分のやる気を引き出しながら取り組んでほしいです。先

に見える夏休みを楽しむためにもやるべきことをしっかりこなしましょう。 

さて、昨今「ほめて育てる」という言葉は学校ではもちろん、ご家庭でも広く浸透し、当然の取組になっているこ

とでしょう。とはいえ、徐々に平成生まれの保護者の方もいらっしゃる中、昭和に育ち、厳しいしつけを受けた方々

には少し違和感がある人もいるかもしれません。実は先日テレビで放映されて話題となった「不適切にもほどが

ある！」というドラマについて書かれた記事を参考に「ほめて育てる」ことについて考えました。 

記事の中で、Ｚ世代の６０％以上が上司に「人前でほめられたくない」という調査結果がありました。理由は周

囲から目立つのが嫌だからだそうです。金沢大学の金間教授の著書では、その理由は自己肯定感の低さが背

後にあると指摘していました。ほめて育てれば、自己肯定感も育めると多くの人が思っていますが、現実はそうで

はないようです。 

心理学者の榎本博明さんは「ほめるだけでは、自己肯定感は育たない」と言っています。今の時代の子育ては、

自分の思い通りにならないとすぐ心が折れる、注意されると「自分が否定された」と過剰反応するような子どもを

量産しているとも言っています。そして、自己肯定感は、厳しい状況を自分の力で乗り越えたときに高まるもの、特

に頑張っていないのにほめられても高まらないし、自己評価を他者に依存させてしまうことにつながるようです。

「ほめて育てる」の発祥の地、アメリカでも、ほめすぎが自己愛を肥大させるという負の側面が問題になっている

そうです。サンディエゴ州立大のジーン・トウェンギ教授によると２０００年以降、自己愛性人格が強い大学生が急

激に増えているといい、その価値観を植え付けたのは多くがその親だと指摘しています。 

もちろん、昭和の頃のように、もっと厳しくしようと言いたいのではありません。子どもの人権をしっかり考え、関

わる周囲の大人たちが「ほめて育てる」ようになり、大人と子どもとの間に生じた誤解も減り、子ども自身が考え、

主体的に行動できる場が増えています。しかし、必ずしもほめていればすべてがうまくいくわけではないということ

も頭に置いて子育てに関わることも大切だと感じました。料理でも甘さやおいしさを引き出すためにお塩や香辛

料を活用します。いつも同じ味ですと飽きてしまいます。子育てもベースは「ほめる」ことを継続した上で、臨機応

変にほめる以外の手法を使うことで効果が高まることもあるでしょう。 

とはいえ、人間同士の関わりにマニュアルはありません。そのため失敗もつきものです。だからこそ、危険なとき

や命に関わるときなどはもちろん、人としてこれだけはわかってほしいときなどには、厳しい言葉も必要ではないか

と思います。ＩＣＴ機器が身近となり、変化の激しい時代だからこそ、子育ては年々複雑化していくことでしょう。後

で関わっておけば良かったと後悔しても始まりません。学校も保護者の方々がお子様と関わりやすくなるよう、

日々の教育活動を通して全力で支援させていただきます。                    （出展記事は朝日新聞より） 

 

・進んで学習する人 

・礼儀を大切にする人 

・心身ともに健康な人 

＜教育目標＞ 

八丈町立大賀郷中学校 

令和６年５月２７日（月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょ大会（バドミントン）に出場して 

今月の 5/３（金）にバドミントン部の島しょ大会が東京で開催されました。大賀郷中学校からは５人のメン

バーが遠征に参加し、シングルス１人、ダブルス１組が都大会出場を決めました。そのうちシングルスにおい

ては、島しょ大会優勝を飾ることができました。 

遠征前の追い込みでは、多くのＯＢが練習に駆けつけてくれたり、地域のバドミントン部の指導者が指導

に来てくださったり、遠征中も直前の申し出にも関わらず、目黒区立第七中学校が合同練習を受け入れて

いただくなど、本当に多くの人の力を借りながら大会に臨むことができました。 

大会では、日常の取組が現れます。今回の大会で会場の雰囲気にのまれることなく、一人一人が最後ま

で諦めることなくシャトルを追った姿勢は、まさに日頃の練習の成果だと思います。移動中も周囲に気を配

り、一列になって歩道を歩いたり、起床時間や集合時間に遅れたりすることなく取り組めたことも日常の意識

や心掛けの賜物だと感じました。彼等がプレイヤーとしてだけでなく、人として大きく成長していることを感じ

ることのできた遠征でした。 

次は７/24（水）に都大会があります。また、たくさんの方の力を借りながら、感謝の気持ちを胸に共に都

大会に挑戦したいと思います。                                       バドミントン部顧問  

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行を終えて 

４月２３日から２７日の期間で東京→奈良→京都→広島をまわる修学旅行に行ってきました。生徒たちは仲間同

士で旅行をするウキウキ感をもちながらも、学習をしに行くという自覚をもって全行程を過ごすことができました。 

昨年行われた移動教室で帰路の飛行機が欠航のために２日間延泊することになった結果、都内の観光地はま

わっていたということもあり、修学旅行の東京での活動は例年とは違い、専門学校・大学巡りを行いました。ファッ

ション系や食品系の専門学校で体験教室に参加したり、大学の構内または周辺をまわったり、将来の進路学習を

先取りしてきました。奈良では定番の奈良公園で鹿と戯れたのがあまりにも楽しかったため、大仏殿の前を通った

だけで大仏には面会できなかった班もありましたが、十分満足していた様子です。京都は観光客が押し寄せている

との前情報で、公共交通機関を利用した班行動には不安もあったのですが、大きな混乱もなく、ほぼ予定のコース

をまわることができました。最後の広島は原爆ドームをはじめとした平和記念公園への訪問と宮島・厳島神社を

廻ってきました。 

５日間を通して戦跡、歴史、将来を学んだ実り多き修学旅行となりました。 

                ３学年主任              

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇大中ラボ ５月１１日（土） 

今年度も探究学習「大中ラボ」が始まりました。 

１年生は、「廃校を有効利用する」をテーマに活動を行っていき

ます。２年生は、３つのグループに分かれ課題を探し、仮説を立て

検証活動を行っていきます。３年生は、個人で自分の興味がある

ことから仮説を立て、検証活動を行っていきます。５月１７日には、

学校全体でグループに分かれ、自分たちの活動を報告する共有

会を行いました。お互い活発な意見交換ができました。 

今後の活動において、保護者の皆様や地域の皆様のお力をお

借りすることがあるかもしれません。その際には、ご協力をいただ

けると幸いです。                     ３年副担任  

◆HP「大中日記」毎日更新しています。 

日々のタイムリーな話題を載せて 

いきます。 

ぜひご覧ください。 

◇桃桜組 【校外学習】 ５月１０日（金） 

天候にも恵まれ、校外学習に行ってきました。 

公用車をお借りして、学校を出発してから向かったのは「ふれあい牧場」。 

１便が飛び立っていくのをみんなで見ました。次の目的地は映画でも使われ

た「海辺のベンチ」。もちろん劇場版の名シーンを再現してきました。底土海水

浴場や大坂トンネルで写真を撮りつつ次に向かったのは、「足湯きらめき」。

じっとしていられない人たちは「藍ヶ江港」で軽い磯遊び。ここで午前のプラン

を終了し、待ちに待ったお弁当タイム。「南原サッカーグラウンド」の芝生の上

で食べました。この日は季節外れの猛暑となり、午後のプランを急遽変更。昼

食後に向かったのは「八重根」。この日は階段下で立っても膝の位置程度し

か水位がなく、みんなで楽しく磯遊びをすることができました。とても充実した

一日をみんなで過ごし、桃桜の仲も深まる一日となりました。                             

３年桃組担任  

 

  

 

 

 

 

★学校公開         ６月３日（月）～８日（土） 

★道徳授業地区公開講座   ６月８日（土） 

 テーマ「礼儀」 

   １校時 公開授業   ２校時 生徒・保護者・地域・教員向け道徳講演会 + 懇談会 

                  （講師 八丈町社会福祉協議会           様） 

＊大勢の皆様のご来校をお待ちしています。 

なお、お車でご来校される場合は、校舎裏の駐車場に前向きでお停めください。 

 

～大賀郷中学校よりお知らせ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（月） 
プール清掃②～④ 

学校公開始 

３日（月）・ 

４日（火） 
教育相談 

８日（土） 
土曜授業日  学校公開終 

道徳授業地区公開講座 

１０日（月） 
SOSの出し方教室④桃桜⑤１年生 

消火器訓練⑥ 

１９日（水） １学期期末考査 ～２１日（金）まで 

２５日（火） 八丈高校学校見学会（２年）⑤⑥ 

２９日（土） 漢字検定 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 
 

６月 ５日（水） 

１２日（水） 

      １９日（水） 

２６日（水） 
 

相談をご希望の方は、 

副校長までご連絡 

ください。 

５月７日（火）１９：００～１９：３０       於：ミーティングルーム 

 

ゴールデンウィーク明けの夜にもかかわらず、多くのＰＴＡ会員の方のご参加をいただきました。また、委

任状のご提出ありがとうございました。昨年度の事業報告・会計報告、今年度会長・副会長・委嘱役員の

承認、今年度事業計画・予算の審議を行い、すべてが滞りなく承認されました。 

今年度も、八丈島小中高特ＰＴＡ連合会及び本校のＰＴＡ活動にご協力よろしくお願い致します。 

 

 

☆ １学期のＰＴＡ関係の予定 ☆ 

  

５月２８日（火） Ｐ連総会         大賀郷中 体育館   １９：００～ 

７月 ７日（日） 第二回運営委員会 大賀郷中 ミーティングルーム 

                               ※学年対抗バレーボール大会前の４５分程度 

 

【学年レク】 

１学年  6月２９日（土） １４：００～   ボウリング 

２学年  6月２２日（土） １３：３０～   ボウリング 

３学年  ７月  ６日(土)  １６：００～  キャンプファイヤー 

 

 

 


